
＜原著論文＞

WJBL（バスケットボール女子日本リーグ機構）の
観戦者特性に関する基礎的研究

Astudyonthespectatorscharacteristic
forWomen’sJapanBasketballLeague

小野里 真 弓 畑 攻

MayumiONOZATOandOsamuHATA

Abstract
Recently,theinterestandtheconcernforspectatorsportswhichthepeoplehaverisen,bytheactivityofJapanese

playersinAmericanMajorLeagueandSoccerWorldCup.TheprofessionalbaseballandJ-Leaguearetypical
spectatorsports,anditispaidattentionfrommediainJapan.
Asforthese,itisanimportantresearch,and,uptonow,researchforspectatorstrendandsportsproducthavebeen

doneinthefieldofthesportsmanagement.
However,itisthoughtthatthereisabigpossibilitythoughtherealitiesarenotclarifiedinbasketball.
ThepurposeofthisstudyistopayattentiontospectatorsinWomen’sJapaneseBasketballLeague,andtoclarify

thecharacteristic.Andthen,thequestionnairesurveywasexecutedforspectatoranditanalyzedanditconsideredit.
Theresultwassummarizedasfollows.

１.TherealitiesofspectatorinWJBLwasclarified.
２.AnewsegmentwasclearlyshownasthosewhospectatorcharacteristicofBasketball.
Itisthoughtthenewpossibilityofspectatorsportstobesuggestedfromthis.

WJBL,Spectatorsports,Characteristic

Ⅰ.研究の目的

アメリカ・メジャーリーグにおけるイチロー選手，

佐々木投手の活躍やヨーロッパサッカー界における中

田選手の注目度など，近年の日本人選手の世界トップ

レベルでの活躍には目を見張るものがある．中でも本

年は，歴史的にも大きな意味を持つ日韓共催で開催さ

れたサッカーワールドカップにより，国民のスポーツ

への意識や関心は，ますます高まってきている．日本

においてはこれまでプロ野球やJリーグ，大相撲など

が「みるスポーツ」として代表的なものであり，新聞

やテレビをはじめ，マスコミからも大きな注目を集め

ている．

スポーツマネジメントの分野においても「みるス

ポーツ」，即ちスペクテイタースポーツ（観客が楽しむ

スポーツ）は重要な研究課題であり，これまでも観戦

者の動向やスポーツプロダクトに関しての研究がすす

められている経緯がある．それらの先行研究では，畑

(1996)によるスポーツ・イベントのもつインパクト

に関してスポーツプロダクトの視点からアプローチし

ている研究や，スポーツプロデュースの視点からスペ

クテイタースポーツのマネジメントを検討した小山

(1995) の研究があげられる．また，観戦者行動に注目

したF.Ashly(1995)，原田(1993)による研究や，ス

ポーツマーケティングの視点からアプローチした原田

(2000) のプロスポーツのマーケット・セグメンテー

ションに関する研究のように，スペクテイタースポー

ツにおけるマネジメントの研究は大きな課題となって

いる．これらの研究では，主にプロ野球やJリーグな

どのスペクテイタースポーツとして確立されているも

のが取り上げられることが多く，観戦者を対象とした

マーケティングやスポーツプロダクトに関する研究が

中心となっている．例えば，小山(1995) の研究におい

ては，プロスポーツの魅力と観戦者の特性や行動の関

係からスポーツプロデュースのあり方を検討するため

に，スポーツプロダクトを構造的に捉えている研究や，

原田(2000) による観戦者を様々な視点からセグメン

トに分類し，各セグメントに対応したマーケティング
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のポイントを明らかにした研究などが進められてい

る．

しかしながら，これらの研究はマーケティング志向

を中心としている部分では共通しているが，基本モデ

ルや理念的アプローチの視点から研究されているもの

が多く，新たなサービス開発を意図したサービスの実

体化や応用化の側面においては大きな課題を残してい

ることが指摘される．また，これまでの日本における

「みるスポーツ」は，野球やサッカーが注目を集めてき

ており，今後もさらなる課題は指摘されてはいるもの

の，他のスポーツ種目におけるプロ化の可能性も重要

な課題であると えられる．

本研究では，これまでのプロスポーツ研究で扱われ

てきたプロ野球やJリーグなどの観戦者における調査

研究を踏まえて，バスケットボール女子日本リーグ機

構（以下WJBL）によるリーグ戦（以下W リーグ）の

観戦者に着目し，観戦者の諸特性を明らかにすること

を目的とした．また，そのようなスペクテイタースポー

ツの観戦者の分析に対して，畑(1996)は，スポーツの

系統性に着目し，P型スポーツ（プロ野球ファン），お

よびJ型スポーツ（Jリーグファン）として好みのス

ポーツの系統性による有効なスポーツ属性を明らかに

している．本研究では，従来からの基本的な諸特性に

加えて，そのような先行研究によるスポーツの系統性

から，W リーグ観戦者のスポーツ属性を明らかにし，

W リーグの有効なマーケティング対応を検討するこ

とを目的とした．

バスケットボールの場合，アメリカにおいては

NBAをはじめ，国民に多大な人気を誇るメジャース

ポーツとして認められているが，日本においては，ス

ペクテイタースポーツとしての認識がまだ低いことが

指摘される．本年(2002年)で４年目を迎えたWJBLに

おいては，プロ化への発展や今後のスペクテイタース

ポーツとしても大きな可能性があると えられる．本

研究では，観戦者の諸特性を明らかにするとともに，

スポーツの系統性からオリジナルなスポーツ属性を解

明し，今後のスペクテイタースポーツとしての運営の

可能性やマーケティングのポイントを検討した．

Ⅱ.研究方法

WJBLにおける観戦者の諸特性を明らかにするに

あたり，2001年度のリーグ開幕戦をはじめ，代々木第

二体育館で開催された３試合において，観戦者を対象

にアンケート調査を実施した．当日の調査方法は，観

客席を各ブロックに分け，層化抽出による方法とした．

調査項目は，これまでのスペクテイタースポーツに

関する先行研究を参 に，観戦者のデモグラフィック

ス特性，観戦者行動，スポーツ属性，スポーツ経験の

主に４つの側面から設定した．

調査対象となった試合，回収数，回収率は以下に示

したものである．

１試合目

2001年９月30日（日）リーグ開幕戦

ジャパンエナジーvsシャンソン化粧品

回収数：447 回収率：89.4％

２試合目

2001年11月５日（月）

ジャパンエナジーvs三井生命

回収数：410 回収率：82.0％

３試合目

2002年３月10日（日）ファイナル第３戦

ジャパンエナジーvsシャンソン化粧品

回収数：451 回収率：90.2％

さらに，スペクテイタースポーツとしての特性を検

討するにあたり，畑(1996)のP型志向，J型志向のス

ポーツ属性の分類研究を根拠に，プロ野球，Jリーグの

観戦者との比較を行った．比較対照となる調査結果は，

これまで日本女子体育大学スポーツマネジメント研究

室にて報告されてきたプロ野球とJリーグの観戦者調

査における調査結果を用いた．ここでは，類似の調査

項目で実施されている1997年度プロ野球観戦者調査報

告書 における1996年の西武ライオンズ球場で開催さ

れた５試合の調査結果（データ数：2544）及び1997年

度Jリーグ観戦者調査報告書 における1996年のニコ

スシリーズ２試合の調査結果（データ数：903）を用い

た．

上記の調査結果に基づき，必要な基本統計処理及び

χ検定により比較・分析を行った．分析には，

SPSS10.0統計パッケージを用いた．

Ⅲ.結果と 察

１.WJBL観戦者の基本特性

観戦者の特性は，スポーツの人気度や普及率を図る

上で重要な指標となっている．特にスペクテイタース

ポーツにおいては，マーケティング活動をするうえで

の基本的な基準となるものである．
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表１は，調査対象者のデモグラフィックを示してい

る．男女比においては，いずれの試合においても男性

が約４割，女性が約６割を占める結果を示し，女性の

ほうがやや多い傾向がみられた．年代においては，19

歳以下が圧倒的に多く，中でも中学生が高い割合を占

めている．次いで，20歳代，30歳代が高い結果を示し

た．また，職業においては，会社員が約４割と最も多

くなっていた．

これらの結果から，WJBLの観戦者は，学生を中心

とした若年層が多い傾向にあることが示された．

２.WJBL観戦者の観戦行動

表２は，調査対象者の観戦回数，認知媒体などの観

戦行動を示している．観戦回数においては，「はじめて」

が30.6％と最も多く，次いで「１～２回」，「10～19回」

が多い結果を示した．同行人数では，「２人」が22％と

最も多く，「１人」が14.9％，「11～20人」，「21人以上」

の順に高い結果を示した．また，同行者では「友人・

仲間」が48.8％と約半数を占め，認知媒体においては，

「知人」からの情報収集が最も多かった．購入先におい

ては，「自分で購入した」と「知人からもらった」が約

30％ずつ占めていた．

このような結果から，観戦者のリピート率や観戦者

行動が明らかにされた．即ち，友人や仲間から情報を

収集し，チケットを自ら購入する，または購入しても

らって足を運んでいる観戦者が多いことがわかった．

３.WJBL観戦者のスポーツ経験

観戦者のスポーツ経験について，学生時代の運動部

所属状況から検討してみると（図１），男女共にバス

ケットボールの所属が最も多いことが示された．特に

女性は小・中学校時代のバスケットボールの所属が高

くなっており，観戦者はバスケットボール経験者が多

いことが示された．

このような結果から，バスケットボールは「みるス

ポーツ」としての人気だけではなく，「するスポーツ」

としても深い関わりがあることを示していることが特

徴的である．

また，スポーツの普及や観戦者の成熟度の視点にお

いても，観戦者のスポーツ経験は重要な要素となるも

のであり，今後のW リーグの新たな展開としてのイ

ベントやプログラムを検討するための重要な要因とな

るものと えられる．

４.他の主要スポーツ観戦者との比較

⑴ デモグラフィックス特性の比較

新たなスペクテイタースポーツとしてのW リーグ

の観戦者は前述のとおりであるが，ここではさらに日

本における主要なスペクテイタースポーツであるプロ

野球及びJリーグの観戦者との比較からその特性を検

討した．

表３は，1997年に報告されたプロ野球及びJリーグ

における観戦者調査の分析結果と，W リーグの観戦者

表１ 観戦者のデモグラフィックス特性
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特性の比較を示している．

男女比においては，プロ野球では男性が66.4％，女

性が33.5％，Jリーグでは男性が55.6％，女性が44.4％

と男性の割合が高い結果に対し，W リーグでは女性が

60.9％と高い結果を示した．これは女子リーグである

ことも重要な要因であると えられるが，特徴的な反

応であるといえる．年代においては，いずれのスポー

ツにおいても20歳代を中心に若年層が高い傾向にある

が，プロ野球では，他のスポーツと比較して40歳代，

50歳代，60歳以上が多いことが示された．Jリーグにお

いては，20歳代が圧倒的に多く，若年層が中心的な観

戦者となっていた．一方，W リーグの観戦者は，19歳

以下が37.1％と最も多く，学生が中心となっている．

これらの結果から，「みるスポーツ」の代表格である

プロ野球は，若年層だけではなく，幅広い年齢層に人

気があり，JリーグやW リーグでは若者に人気がある

ことが明らかであった．

⑵ 各種スポーツへの興味・関心の比較

表４及び図２は，W リーグ，プロ野球，Jリーグの

それぞれの観戦者の各種スポーツ対する興味・関心に

ついての分析結果を示したものである．W リーグは今

回の調査結果であり，Jリーグとプロ野球は先行研究

による結果である．それぞれの観戦者が目前で観戦し

ているスポーツへの関心が高いことは当然の結果であ

るが，相対的にみてみると，各スポーツの観戦者の特

徴的な反応を示している．

オリンピックはどの種目においても共通して高く，

広く国民に注目されるスポーツイベントとなってい

る．プロ野球の観戦者においては，メジャーリーグ

（0.1％水準）や高校野球（0.1％水準）などの野球にな

らびマラソン・駅伝（0.1％水準），大相撲（0.1％水準）

などへの関心が有意に（χ検定）高く，Jリーグの観戦

者では，ワールドカップサッカー（0.1％水準），

F1（0.1％水準）などへの興味・関心が高い結果となっ

ている．また，W リーグの観戦者は，NBAの関心が

高いこともさることながら，バレーボール（0.1％水

準），水泳（0.1％水準）などの反応も高い結果となっ

ている．

畑(1996)は，観戦者の好みのスポーツとして，プロ

野球を中心とした伝統的なスポーツに興味・関心が高

い「P型スポーツ」と，Jリーグを中心とする新しい開

放的なイメージのスポーツを好む「J型スポーツ」と

いった２つの典型的なパターンに分類している．本研

究でのW リーグの観戦者は，そのような「P型スポー

ツ」と類似の傾向を示す一方で，大相撲やラグビーへ

の関心は低く，バレーボール，水泳に対する反応が他

の２つのタイプと比較して高い結果を示しており，特

徴的なパターンを形成している．

このような分類は，消費者行動分析でのマーケッ

ト・セグメントに相当するが，本研究においては，ス

ポーツの本質的な楽しみや魅力を内包した注目すべき

表２ 観戦者の観戦行動
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セグメントとなるものと える．即ち，「みるスポーツ」

としての中心的な価値である中核ベネフィットの追及

を可能とするものとなる．さらに，スポーツサービス

を展開するにあたり，それぞれの観戦者群への特徴的

な働きかけが示唆される．例えば，野球や大相撲に興

味のある「P型スポーツ」志向の消費者をターゲットと

したスポーツ用品の開発や，「J型スポーツ」として共

通しているF1のチケットインフォメーションをJ

リーグの会場においても実施するなど，新たなスポー

ツサービスの展開の可能性を示している．特に，バス

ケットボールにおいては，「する－みる」の双方の関係

が特徴的であり，この関係の活用が今後の「みるスポー

ツ」としての確立やプロモーション活動の展開に有効

なポイントとなるものと えられる．また，P型，J型

と比較して反応の高かったバレーボールに着目し，V

リーグとの合同イベントを開催することも効果的であ

るものと えられる．即ち，このような分類によって

スポーツ属性としての興味あるスポーツの志向性や系

表３ プロ野球，Jリーグ，WJBL観戦者のデモグラフィックス特性

図１ 観戦者の運動部所属状況
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統性に基づいたW リーグの効果的なマネジメントが

期待される．

Ⅳ.結 論

本研究は，バスケットボール女子日本リーグ機構

(WJBL)における観戦者に焦点を当て，マーケティン

グの視点から観戦者の諸特性を明らかにするととも

に，好みのスポーツの系統性から，W リーグの運営及

びマーケティングのあり方を基礎的に 察することを

目的とした．

先行研究の結果を踏まえて，本研究でのデータの分

析及び 察の結果は，以下のように要約される．

１.W リーグの観戦者のデモグラフィックス特性か

ら，観客の中心層が明らかにされた．

２.W リーグの観戦者は，「行うスポーツ」としての愛

好者が顕著に多く，リーグの普及を図るための「行

うスポーツ」としての活用が重要である．

３.他のスポーツ観戦者（プロ野球，Jリーグ）との好

みのスポーツの比較から，W リーグの特徴的なス

ポーツの系統性が明らかにされた．

このようなW リーグ観戦者の特性及び志向性や好

表４ プロ野球，Jリーグ，WJBLの観戦者の興味・関心のあるスポーツ

図２ プロ野球，Jリーグ，WJBL観戦者の
興味・関心のあるスポーツ
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みのスポーツの系統性から，WJBLの今後のマネジメ

ントのポイントが導き出されたものと える．今後は，

本研究の結果を踏まえて，さらに具体的なサービスの

開発とその実践的な有効性の検討が必要であるものと

える．
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